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本レポートは、信金中金の海外駐在員等が最新のトピックスについて報告します。本稿では最新

の「米国・中国の動向」に関連して、ニューヨーク駐在員事務所（米国）および上海駐在員事務所

（中国）から報告します。経済大国として覇権を争う米中の関係および動向は、多くのお取引先の

事業に関係することであり注目を集めています。お取引先とりわけ海外関連ニュースに敏感な方々

との意見交換時に、本稿をご参考いただけたら幸いです。 

 

１．バイデン新政権の動向～先ずはコロナ対策、対中は超党派で強硬スタンスを維持 

 米国では、昨年11月の大統領選挙から続く混乱を経て、1月20日にバイデン政権が誕生しまし

た。ここでは、新型コロナウイルスの状況や対中政策を含め同政権の動向について説明します。 

 政治動向を左右する新型コロナウイルス 

(1) 感染者数等の状況 

新型コロナウイルスは、引き続き米国の政治経

済動向を考える上での最も重要な要素となってい

ます。２月 22 日現在、米国での累計感染者数は約

2 千８百万人、死者数は約 50 万人といずれの数値

も依然として第２位の国（累計感染者数第２位：

インド、累計死者数第 2 位：ブラジル）を大きく

上回っており、また直近７日間の新規感染者数は、

フロリダ州やノースカロライナ州など南部の州を

中心に、約 45 万人と高水準となっています。 

特に、昨年 11 月以降の感染再拡大については、

感謝祭やクリスマスといった人の移動を伴う国全

体のイベントが続いたことや、変異種（英国）の上陸・拡大などが要因であると指摘されていま

す。 

しかしながら、12 月以降、州毎に感染再拡大を受け、州内外での移動制限や飲食店等の営業制

限を再度厳格化したことや、全体から見ると僅かではありますがワクチン接種の開始などもあり、

日次の新規感染者数や死者数の指標に関しては、米国全体および主要州において明らかな改善傾

向を確認することができます。 

 

 

 今月のトピックス： 

１．バイデン新政権の動向～先ずはコロナ対策、対中は超党派で強硬スタンス 

２．中国は主要国で唯一の経済成長～中長期の時間軸で存在感を高めていく方針 

【米国の新規感染者数の推移（2月22日時点）】
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出所: 米国疾病管理予防センター

 

 

 

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 
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